
 - 1 -

フリーサイト・フリーソフトを利用した家畜防疫対策支援システムの構築 

 

                           香川県西部家畜保健衛生所 

○光野貴文 真鍋圭哲 

 

1 はじめに 

高病原性鳥インフルエンザの発生時には、まん延防止対策をどれだけ迅速に実施できる

かが重要となる。その対策の支援のため、香川県では 18 年度に家畜防疫マップシステム及

び防疫データベースを構築したが、操作が煩雑、また動きが遅いなどの欠点があった。 

このため、まん延防止対策に必要な情報を迅速に把握するため、簡単で使い易い家畜防

疫対策支援システムを、インターネット上のフリーサイトとフリーソフトを利用して構築

したので、その概要を報告する。 

なお、香川県西部家畜保健衛生所管内の全養鶏農場、28 採卵鶏農場と 12 ブロイラー農場

の計 40 農場をモデルとして構築した。 

 

２ 家畜防疫対策支援システム 

システムは、インターネット上のフリーサイトを利用して作成した農場マップシステム

と、マイクロソフトエクセルを用いて作成した防疫データベースの２つで構成した。 

 また、防疫データベースは、データベース本体に、フリーソフトを利用した距離算出シ

ステムとフリーサイトを利用した地図表示システムを組み込み作成した。 

 データは、マップファイルとエクセルファイルの 2 つで保存されるので、インターネッ

トやＬＡＮを通じて、県内の他の家畜保健衛生所や畜産課でも、同システムが利用可能と

なる。 

 

1)農場マップシステム 

農場マップシステムは、国土地理院が提供しているフリーサイトの電子国土を利用した。 

ホームページアドレス｢http://portal.cyberjapan.jp/index.html｣から電子国土ポータ

ルにアクセスし、香川県を中心とした、縮尺 30 万分の 1の電子国土のパソコン画面を図１

に示した。 拡大すると、最終的には 2 万 5 千分の 1 の国土地理院の地図となるが、図２

は、Ａ採卵鶏農場を中心として表示した。 
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電子国土ポータルの右のタブから「作図」をクリックして作図ウインドウ開き、農場の

位置にマーカーと名称を作図した(図３)。また、地図を縮小した時にも農場の位置が確認

できるように、農場を中心として半径１Km の円を作図した(図４)。 

 

 

黄緑が採卵鶏農場、青がブロイラー農場として他の農場も作図した(図５)。 

2 万 5 千分の 1 の国土地理院の地図に、電子的に農場の位置を作図し、管内の採卵鶏農場

28 戸とブロイラー農場 12 戸の計 40 農場の位置が視覚的に確認できた(図６)。 

 

次に、Ａ農場を発生農場と設定して、半径 5km の円と 10km の円を作図した(図７)。          

 Ａ農場から半径 10km 以内に黄緑の採卵農場 21 戸と青のブロイラー農場 8戸の計 28 戸の

位置が視覚的に確認でき、周辺から中心に向かっての清浄性確認検査に活用可能となった。 

 しかし、この地図での半径 10km の作図は

簡易的なものであるため、境界線付近の農場

については、正確な距離測定が必要となる。  

 

２) 防疫データベース 

防疫データベースは、データベース本体を
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マイクロソフトエクセルで作成し、農場間の距離を出力する距離算出システムとして高梨 

和 幸 氏 作 成 の フ リ ー ソ フ ト 緯 度 経 度 か ら 距 離 を 算 出 （ Excel 版 ） Ver.2.0

「http://labo.ninpou.jp/macro/dist.htm」を組み込み利用した。 

また、農場の地図表示を可能にする地図表示システムとして、フリー地図サイトの Yahoo

地図、goo 地図、Google マップの地図アドレスを組み込み利用した。 

 

(1)距離算出システム 

 距離算出システムに必要な各農場の位置データ(緯度経度)は、農場マップシステムの電

子国土に付随した機能として取得できる。 

 電子国土ポータルの右のタブから「経緯度

線」をクリックして作図ウインドウ開き、経

緯度の書き込みモードにしてから地図上の

農場を指定すると、経度緯度が表示される。 

 なお、電子国土ポータルで表示される経度

緯度のデータは 60 進法であるが、今回の距

離算出システムは 10 進法で算定するため、

10 から 60 進法へ変換して用いた。        

距離算出システムは、マイクロソフトエク

セルで作成した防疫データベースの一枚目

のﾜｰｸｼｰﾄ(Master Sheet)に、フリーソフト「緯

度経度から距離を算出」を組み込み作成した

（図９）。 

農場名、住所、緯度、経度の値を入力する

ことで、農場間距離の算出が可能となる。な

お、データベースの各セルは、鶏種ごとに色

分けをした。 

セル番地Ａ７(図９では1が入力)に入力し

たＮｏ.の列(Ａ列)の番号の農場を起点とし

たそれぞれの農場までの距離(図９では農場Ｎｏ.1 のＳ農場からの距離)が、算出距離のセ

ル列(Ｆ列)に表示される。    

 Ａ農場を発生農場と想定する場合(図 10)

は、農場Ｎｏ.18 をセル番地Ａ７に入力する

と、算出距離の列にＡ農場を起点としたそれ

ぞれの農場までの距離が表示される。 

 この農場間距離を、データベースである二

枚目のワークシート(ＤＡＴＡシート)の距
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離のセル列(Ａ列)リンクさせた(図 11)。 

 この距離のセル列を基準としてデータの並び替えをすることにより、発生農場から距離

が近い順に、周辺農家情報が整理することができる。 

この距離算出システムから、半径 10km 以内に 27 農場を数値的に確認し、抽出すること

ができた。 

農場マップシステムでは半径 10km 以内に

視覚的に 28 戸が確認できたが、境界線付近

の 1農場については、数値的には制限区域外

農場と確認された。 

 しかし、この距離算出システムについても

簡易的なものであるため、境界線付近の農場

については、正確(公的)な距離測定が必要と

考えられた。  

 

(2)防疫データベース 

防疫データベースは、ワークシートに 1 行 1 農場として、列に、これまで家畜保健衛生

所が蓄積した農場の個別情報を羅列して入力した(図 12)。          

                                         

三枚目以降のワークシート(①シート、②シート、③シート、・・・シート)は、農場の個

別の帳票形式のシートであるが、1行目の農場は①のシート、2行目の農場は②のシートと、

順番どおりにリンクさせた。数字のタブをクリックすると、図 13 のように 1農場ごとの抽

出した情報が帳票形式で出力できる。 

発生農場から距離の近い順に、制限区域内農場の必要な情報が速やかに出力可能となり、

個別に印刷することにより、清浄性確認検査等で農場に出向く際の台帳としても利用可能

となった。 

 

(3) 地図表示システム           
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地図表示システムは、ＤＡＴＡワークシートの地図ＤＡＴＡのセル列(ＡＦ列)に、フリ

ー地図サイトにおける各農場の地図アドレスを入力した(図 14)。 

位置情報の必要な農場の地図アドレスを

クリックすると、別ウインドウで地図サイト

が立ち上がり、地図が表示され、地理に精通

していない家畜防疫員でも地図情報が確認

でき、速やかに農場に出向くことが可能とな

った。また、表示された地図サイトの写真の

タブをクリックすると、実際の農場の構造が

航空写真で確認することができ、農場に立ち

入る際の事前情報として利用可能となった。 

          

３ まとめ 

高病原性鳥インフルエンザの発生時には、まん延防止対策をどれだけ迅速に実施できる

かが重要となる。 

このため、まん延防止対策に必要な情報を迅速に把握するため、インターネット上のフ

リーサイトとフリーソフトを利用し、簡単で使い易い家畜防疫対策支援システムを構築し

た。 

 その結果、農場マップシステムでは、制限区域内農場の速やかな把握、防疫データベー

スでは、移動制限農場の速やかな抽出と、その農場情報の速やかな把握ができるようにな

り、現地対策本部の家畜防疫対策に迅速な支援が可能となった。 

また、農場情報と位置情報の速やかな把握ができるようになり、清浄性確認検査、家き

ん卵出荷監視検査を担当する発生農場を管轄する家畜保健衛生所以外の、地理に不慣れな

家畜防疫員が、農場に出向く際の支援が可能となった。 

 なお、当システムは、家畜保健衛生所独自で作成しているため、農場情報をリアルタイ

ムに更新可能であり、また、システム作成、更新に費用負担がかかることがなく、簡単で

使い易いシステムが構築できたと考えている。  


